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序文

京都大学は、 1897(明治30)年にわが国第2の帝国大学として創設

された。それは明治維新に始まる近代化が軌道に乗り、学問の発展

と人材の育成が急務と考えられた時期であった。そうした時代の要

請により、京都大学に少し遅れて東北、九州の両帝国大学が創設さ

れ、わが国の高等教育が急速に発展することとなる。

京都という千年の歴史を持つ古都に位置し、政治、経済の中心か

ら遠い環境につくられた京都大学は、強い自主、独立の精神を育

て、学の謹奥を極めることを目標として発展した。そして様々な分

野に多くのすぐれた人材を送り出すとともに、独創性にとんだ研究

を生み出し、世界にその名を知られる学問の府としての地位を築き

上げた。科学の分野でのノーベル賞受賞者が、わが国では最も多い

ことが、そのことを端的に物語っている。

とはいえ京都大学100年の歩みは、決して平坦なものではなかっ

た。前半のおよそ50年は帝国大学の時代であったが、わが国の近代

が経験した苦悩と挫折を京都大学もまた味わわねばならなかった。

大学の自治の確立、思想的弾圧に対する戦い、そして戦争による荒

廃などである。後半の新制大学の時代には、世界の巨大な潮流の中

で、大学もまた荒波に曝されることがしばしばあった。中でも昭和

40年代の大学紛争は、大学に現在も続く大きい傷痕を残すこととな

った。京都大学の100年の歴史は、 20世紀という人類がはじめて経
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験したこの巨大な、科学と戦争とイデオロギーの対立という時代の

背景なしには、考えられないで、あろう。

そしていま21世紀を目前に控え、京都大学はその第2の世紀を迎

えようとしている。 21世紀、それは恐らく 20世紀以上に科学技術は

進歩するであろうが、様々な試練を人類が経験しなければならない

世紀となるであろう。こうした時代に相応しい文化を、学問を、技

術を人類は生み出していかなければならない。大学に課せられた責

任は、益々大きくなるものと考えられる。未来を展望するために

は、まず歴史をふり返らねばならないの歴史への正確な検証と認識

なしには、明日を設計することは不可能であるからである。京都大

学創立百周年を記念して、百年史を刊行する意義は、まさにここに

ある。

京都大学百年史の編集にあたっては、中央の編集委員会、更に各

部局の編集委員会を組織した。編集委員長として、初代は西田龍雄

教授、第2代は朝尾直弘教授に委嘱したが、朝尾教授御退官後は長

尾真教授、次いで万波通彦教授が引き継がれ現在に至っている。こ

の間各編集委員、西山伸助手、および百年史編集史料室の職員の

方々には、大変な御尽力を項いたことに深く感謝しなければならな

い。また全7巻にわたる出版は、財団法人京都大学後援会の御支援

によるものであり、衷心より謝意を表したい。

平成9年6月18日

京都大学総長 井村裕夫
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序文

京都大学創立百周年に際して『京都大学百年史』を編集・出版す

ることが決定されたのは平成元年のことであった。その編集のため

に各部局からの委員で構成する百年史編集委員会がもうけられ、委

員長には附属図書館長が就任することになった。編集の中心となる

専門委員会の委員には9名の教官(のちに14名に増強された)、その

中から編集主任には服部春彦大学院文学研究科・文学部教授が委嘱

され、編集作業が行われることになった。また、この事業に関する

事務は附属図書館総務課が担当することに決定された。

『京都大学百年史』の編集方針として以下の項目などが定められ

た。

1. 近・現代の日本の国家、社会の歩み、学術、文化、教育の発

展を背景におき、かっ世界的な視野に立って、京都大学百年の

歴史を記述する。

2. 京都大学の歴史をふりかえることによって、大学の現状につ

いての認識を深め、 21世紀へ向けての新しい大学像の探究にも

役立ちうるものをめざす。

3. 既刊の『京都帝国大学史j(1943年刊行)および『京都大学七

十年史j(1967年刊行)の続編としてではなく、可能な限り新史

料の発掘につとめ、新しい視点を加味しつつ、創立前史から

1997年までの歴史を一貫して叙述する。
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4. 明治初年以来の教育政策と教育制度の史的展開の中に京都大

学を住置づけ、旧七帝国大学など他大学との関連にも留意しな

がら、わが国の高等教育全体の中で京都大学が果たした役割を

明らかにする。

5. 京都大学の伝統と学風を明らかにするため、創立当時の事情

はもとより、大学自治の歴史の上での重要な諸事件についても

詳しく述べる。また、新制大学発足前後の事情についても立ち

入って論じる。

6. 教育面では入試制度やカリキュラムの変遷、学生生活の諸

相、学生運動などにもスペースをさく。また、いわゆる大学の

門戸開放について、従来の京都大学史が取り上げ得なかった事

柄にも、さまざまな角度から言及する。

7. すでに消滅もしくは有名無実化している、たとえば尊擁堂や

部局内の諸種の施設とその活動についても可能な限り取り上

げ、その歴史を述べる。

8. 大学キャンパスの歴史について建築史的見地から詳述する。

『京都大学百年史jは、総説編1巻、部局史編3巻、資料編3巻

の合計7巻、各巻約1000頁として、その内容はほぼ次のように定め

られた。

総説編は、京都大学全体の歴史を総括的に扱う部分で、ここでは

京都大学の行政、施設、財政、学術の研究と教育の変遷、学生生活

と学生運動、大学全体にかかわる重要事件、卒業生の社会的進路と

活躍などについて、時代的背景と関連づけながら記述する。

部局史編は、各部局における学術研究の発展が重要なテーマとな

るが、カリキュラムの変遷など教育の実際についても可能な限り言
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及する。必要に応じて学科別、教室別に専門の学問の発展を述べる

とともに、各部局の全体的な動向にできるだけ詳しく触れるように

する。

資料編には、開学以来の重要な法令、学内の規則、財政統計、主

要な委員会の報告書、主要人事、学習カリキュラム、総長式辞、入

学・在学・卒業者の統計、年表等を収めるほか、本部の事務局、学

生部および各部局が保存する行政文書などもできる限り収録する。

事件や紛争についても、大学の歴史にとって重要なものは載せる。

以上の方針にしたがって平成3年4月から本格的な作業が開始さ

れた。附属図書館の中に百年史編集史料室がおかれ、資料の収集が

開始され、平成5年にはいって部局史編の執筆が始まった。各部局

からの原稿の編集作業は百年史編集史料室で行ってきた。平成9年

9月には部局史編3巻が刊行され、つづいて平成10年6月には総説

編が刊行される。資料編3巻についても準備が順調に進められてお

り、平成12年6月までに順次刊行され、 10年間にわたる 7巻7000頁

余の 『京都大学百年史Jの刊行事業が終結する予定である。

大学史はかつてはその大学の顕彰のために作られることが多かっ

たが、日本の代表的な大学として、またその中でも特別な歴史と学

風を刻んで、きた京都大学のこれまでの歩みを、日本の歴史と他大学

などの発展との関連において詳しく記述したこの 『京都大学百年

史j全7巻は、日本の大学史にとって大きな意義を有するものであ

り、日本の大学史のこれからの研究に大きな寄与をする文献となる

ものであると信じる。大学が有史以来といわれる大変動を迎えつつ

ある今日、過去の歴史を振り返り、これからの方向性を考えること
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は大学人にとって避けて通れないことである。多くの方々に読まれ

ることを期待したい。

平成元年の京都大学百年史編集の発議以来今日に至るまで、編集

委員長は附属図書館長の交替にしたがって、初代西田龍雄文学部教

授(平成2年11月一平成4年 3月)、第 2代朝尾直弘文学部教授(平

成4年4月~平成 7年3月)、第 3代長尾真大学院工学研究科教授

(平成7年4月~平成9年3月)、第4代万波通彦大学院工学研究科

教授(平成9年4月-)と引き継がれてきた。その中で編集主任は最

初から今日まで一貫して服部春彦大学院文学研究科・文学部教授が

務められ、編集の中心となる専門委員会を主宰し、百年史編集史料

室の活動を指導し、百年史の編集・刊行にあたってこられた。ここ

に深甚なる謝意を表します。また、部局史編の執筆にあたられた部

局編集委員、全学的見地からの総説編の困難な執筆にあたられた専

門委員、何年にもわたって史料の収集と編集の実務作業に当たって

いただいた百年史編集史料室西山伸助手、その他関係の皆様に心か

ら感謝いたします。

また、今回の出版は財団法人京都大学後援会の御協力によるもの

であり、合わせて感謝の意を表します。

平成9年6月18日

歴代の百年史編集委員長に代って

京都大学百年史編集委員会第3代委員長 長尾 真
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凡例

1 京都大学百年史は、京都大学百年史編集委員会が編集する京都大学百年

の歴史であり、総説編1巻、部局史編3巻、資料編3巻よりなる。

2 総説編は、第 l編「総説」および第 2編「事務局・学生部・附属図書

館Jよりなり、第 1編においては、明治 2(1869)年の舎密局創立より平成

9 (1997)年の創立百周年に至る京都大学の歴史およびその創立前史を記述

し、第 2編においては事務局、学生部、附属図書館について記述したもの

で、ある。

3 記述については、以下の要領によった。

(1) 敬称・敬語は使用しない。

(2) 本文は常用漢字、現代仮名遣いを使用した。ただし、人名などの固有

名詞およびかな書きでは意味をとりにくい用語などはこの限りではな

し、。

(3) 資料引用文は常用漢字を用いたが、かなづかい、送りがなは原文によ

った。判読できない箇所は口を用い、疑義のある箇所は〔ママ〕を付し

た。また、( )内は引用者の注記を示す。

(4) 原則として和文の書名・雑誌名・新聞名等は rJ、論文名・研究題
目等は rJで表し、欧文の場合はそれぞれ“ "、 ‘ 'で表記した。
また、京都大学事務局所蔵の簿冊類は rjで表記した。
(5) 年代の表記は、基本的に年号を用い、適宜西暦を補った。

(6) 総説編で多く利用した元総長木下広次に関係する書類・書翰(木下豪

見氏所蔵)は「木下広次関係文書」、元総長荒木寅三郎に関係する書類・

書翰(個人蔵)は「荒木寅三郎関係文書」と表記した。
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編集後記

一←『総説編』について一一

f京都大学百年史J(以下 『百年史』と略記)全7巻のうち、昨年9月に刊

行された部局史編3巻に続いて、ここに総説編が刊行の運ぴとなった。『百

年史J全体の編集方針と部局史編刊行までの経緯については、部局史編の編

集後記に記したので、ここでは総説編の編集と刊行に関わる事柄に絞って述

べておきたい。

平成2年11月7日開催の第 1回京都大学百年史編集委員会において、総説

編の編集と執筆の具体的作業には編集委員長、同副委員長、編集主任、専門

委員から構成される専門委員会が当たることが了承された。専門委員会では

西田龍雄初代編集委員長のもと、直ちに 『百年史』全体の編集大綱案ならび

に総説編の内容構成案の作成に取り掛かり、それらは平成3年6月4日の第

2回編集委員会において承認された。総説編の内容構成と執筆者に関して決

定された主要な方針は以下の通りである。

(1) 総説編は 1巻、約1，120-1，200頁とし、そこには京都大学全体の歴史

を総括的に扱う第 1編「総説」のほかに、第2編として事務局・学生部・

附属図書館の歴史を収める。

(2) 第1編「総説Jは8章から構成し、第1章では創立前史(明治 2-30 

年)を扱い、第2-7章では創立百周年時(平成9年6月)までの京都大

学の歴史を 6つの時期に区分して記述する。また第 8章では大学のキャ

ンパスと建築の百年について記述する。

(3) i総説Jの執筆には編集主任を含めて 7名の専門委員が当たる。執筆
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する専門委員はそれぞれ担当する章・節の「執筆担当者または責任者」

となる。また各章・節の執筆者の名前を明示する。

各主主のタイトルと具体的な執筆分担についても専門委員会で原案が作成さ

れ、第 2回編集委員会で承認された。その後、専門委員の交替や海外留学の

ために当初の執筆分担に一部変更が生じた。また、筒井清忠委員担当の第5

章第4-6節については、同委員からの申し出により田中紀行奈良女子大学

文学部助教授(平成10年 4月1日より京都大学大学院文学研究科助教授)に

「共同執筆者」という資格で執筆して項くことになった。また専門委員会の

議によって、第8章には、キャンパス内の縁地と樹木景観の変遷に関する記

述を盛り込むことになり、この部分については大学院農学研究科の青田博宣

教授に「共同執筆者Jとして原稿執筆をお願いした。

なお、総説編の記述の時間的下限は、第 1・2編を通じて平成9年6月の

創立百周年時点までとし、年次的な統計数字は原則として平成8年度までの

ものを掲げることにした。ただし、創立百周年記念行事等に関しては平成9

年6月以後の事柄にも言及した。

朝尾直弘第2代編集委員長時代の平成5年11月16日に開催された第3回編

集委員会において、 『百年史』全巻の刊行の順序と時期が正式に決まり、総

説編は平成10年6月に刊行することになった。そこで専門委員会では、第 l

編「総説」の原稿締切を平成8年9月末と決めた。同委員会では、平成7年

4月以降も長尾真第3代編集委員長、次いで、万波通彦第4代編集委員長のも

と、「総説」の執筆方針と原稿完成までの手順について論議を続けた。その

結果、「総説Jの執筆に当たっては、 「百年史編集大綱Jに示された編集方

針に従うことは当然で、あるが、その枠内において何をどのように記述するか

については基本的に各執筆者の裁量に委ねる、また昭和42年刊行の 『京都大

学七十年史』の「総説」で扱われている時期についても、その成果を踏まえ
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た上で、新たな視点から全面的に記述し直すということで、意見の一致を見

た。ただし、全体の記述内容に大きな重複や重要事項の欠落がないことを確

認するために、原稿完成前に各執筆者が担当の章・節の詳細な目次案を持ち

寄って全員で検討する会を聞くことにした。各執筆者から提出された原稿は

それぞれの責任による完成原稿として扱われるが、内容の調整と表記の統ー

をはかるために編集委員長、副委員長、編集主任と編集史料室西山伸助手の

4名が全体を通読し、必要があれば執筆者に加筆修正を依頼するということ

になった。このような手順を踏んだ上で、平成9年10月以降、 「総説Jの原

稿は完成したものから順に印刷にまわされた。

一方、第2編「事務局・学生部・附属図書館Jに収録される原稿は、それ

ぞ、れの百年史編集委員会において執筆されたが、その提出後、内容の調整、

表記の統ーなどのために海原徹委員、西山助手と編集主任が分担して目を通

し、また第 I編「総説Jの執筆者が各自の記述内容との突き合わせを行って

不整合が存在しないかどうかを確認した。その上で発見された問題点につい

ては、それぞれの編集委員会と協議してその解決に努めた。この第 2編の原

稿も、平成10年1月初めにはすべて印刷に入った。多忙な本務の傍ら編集・

執筆の労をとられた関係者各佐に対して深い敬意を表するものである。

この総説編の編集と刊行の経緯はおよそ以上の通りであるが、全体の頁数

は当初の予定をはるかに超えて1，350頁を超える大冊となった。特に第 1編

「総説Jは、最初800頁の予定であったが、原稿執筆の過程でこの頁数では到

底収まらないことが明らかとなり、最終的には約950頁へと膨れ上がること

になった。

なお、専門委員会では「総説」の原稿執筆に役立てるために、平成4年12

月から平成8年3月まで11回にわたって研究会を開催し、専門委員が発表す

るほか、学内外から講師を招いて京都大学史上の諸問題や大学史の在り方、

1335 



また他の大学の沿革史編纂の経験などについて話を聞く機会をもった。ご多

忙の中、講師を引き受けて下さった方々に厚くお礼を申し上げたいの

『百年史』の編集作業が開始されてすでに 7年半が経過したが、この間、

編集史料室では本学の事務局や部局から数多くの史料の提供を受けることが

できた。また学外から寄贈あるいは寄託を受けた貴重な個人文書もかなりの

数に上っている。今後これらの史料を編集事業終了後において整理、保存

し、研究・教育活動に役立ててゆく体制の確立が望まれるところである。近

年、東京大学、九州大学、名古屋大学等においては、それぞれ年史編纂後に

大学(史)史料室が開設され、史料の保存・公開等に加えて大学史の研究が推

進されているが、本学において先の 『京都大学七十年史j刊行時に収集され

た史料の多くがその後に散逸し、ために今回、史料の収集に多大の困難を来

したことを考え合わせる時、現在の百年史編集史料室の機能を引き継ぐ恒久

的機関として「京都大学史史料室」が速やかに設置されることを切望するも

のである。

この総説編の編集に当たって聞き取りなどを含め史料の収集ー閲覧の面で

お世話になった個人と機関は多数に上る。上述の研究会の講師としてご協力

いただいた方々とともに、以下にそのお名前を記し、深い謝意を表しておき

fこし、。

天野郁夫石田政弘泉孝英伊東一義上野弥上横手雅敬岡本道

雄奥田東川合一良川合葉子木下豪見坂口昂吉末川清杉立

義一高木英明竹内洋寺崎昌男中岡哲郎中塚明中村千鳥西

村豊成速水醇一秀村選三庚瀬二郎虞庭基介藤浪みや子前田

信夫松尾尊充森春光山遁時雄渡部宗助渡辺与五郎京都大学

新聞社京都府立丹後郷土資料館神戸市立博物館国立公文書館国

立国会図書館憲政資料室大日本報徳社東京大学史史料室名古屋市
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蓬左文庫読売新聞社立命館大学図書館立命館百年史編纂室早稲

田大学図書館 (五十音順、敬称略)

上記のほか、学内史料の利用に際しては、事務局諸部課ならびに学生部の

全面的な協力を得たことを書き添えておかなければならない。

『百年史』全7巻の完成までには今後なお資料編3巻の刊行を待たなけれ

ばならないが、取りあえずこの総説編の巻末に京都大学百年史編集委員会の

発足から平成10年3月までの全委員の氏名を掲載しておくことにした。な

お、現編集委員長の万波図書館長と編集主任の服部は 3月末で停年退官し、

4月からは菊池光造新図書館長(大学院経済学研究科教授)が第5代編集委員

長に、また嘱j皮護専門委員(大学院文学研究科教授)が編集主任に、それぞれ

就任する。

最後に、 5年間にわたり『百年史』編集の実務面を担って来られた編集史

料室の西山伸助手に対して衷心より謝意を表したい。同氏の献身的な働きが

なければ、部局史編に続いて総説編がこのように当初の計画通りに刊行され

ることはあり得なかったであろう。また、編集上の様々な業務を担当して下

さっている奥典子附属図書館専門員ならびに編集史料室非常勤室員諸氏に対

しても深い謝意を捧げる。第一法規出版株式会社、とりわけ編集担当の南郷

虞志氏には今回も大変お世話になった。厚くお礼を申し上げたいの

平成10年3月

京都大学百年史編集委員会編集主任 服部春彦
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京都大学百年史編集委員会委員氏名一覧

委員長

文学部教授

文学部教授

大学院工学研究科・

工学部教授

大学院工学研究科・

工学部教授

副委員長

理学部教授

大学院工学研究科・

工学部教授

編集主任

大学院文学研究科・

文学部教授

[ 1号委員〕

(平成2年11月1日~平成10年3月31日)

西国 龍雄(平成2年11月7日一平成4年3月31日)

朝尾直弘(平成4年4月1日~平成7年3月31日)

長尾 真(平成7年4月1日~平成9年3月31日)

万波通彦(平成9年4月1日一平成10年3月31日)

日高敏隆(平成2年11月7日~平成5年3月31日)

加藤邦男(平成5年11月16日- ) 

服部春彦(平成2年11月7日~平成10年3月31日)

文学部長 朝尾直弘(平成2年11月1日~平成4年3月31日)

理学部長 日高敏隆(平成2年11月1日~平成3年3月31日)

化学研究所長 作花清夫(平成2年11月1日~平成3年3月31B) 

食糧科学研究所長 鬼頭 誠(平成2年11月1日~平成3年3月31日)

東南アジア研究セン 矢野 暢(平成2年11月1日~平成3年3月31日)

タ一所長

附属図書館長合西田龍雄(平成2年11月1日~平成4年3月31日)
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医学部長 井村裕夫(平成3年4月1日~平成3年12月15日)
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佐々木光(平成3年4月1日~平成4年3月31日)

佐和隆光(平成3年4月1日~平成4年3月31日)

大引得弘(平成3年4月1日~平成4年3月31日)

筏 義人(平成3年4月1日~平成4年3月31日)

佐々木和夫(平成3年12月16日一平成5年3月31日)

岡田渥美(平成4年4月1日~平成6年3月31日)

吉川 忠夫(平成4年4月1日一平成5年3月31日)

長岡洋介(平成4年4月 1日~平成5年3月31日)

畑中 正一(平成4年4月 1B一平成5年3月31日)

松本 紘(平成4年4月1日~平成5年3月31日)

薬学部長横山 陽(平成5年 4月 1日~平成6年 4月30日)

胸部疾患研究所長 泉 孝英(平成5年4月1日一平成6年3月31日)

原子エネルギー研究

所長

数理解析研究所長

アフリカ地域研究セ

ンター長

法学部長

食糧科学研究所長

防災研究所長

東南アジア研究セン

タ一所長

生態学研究センター長
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高橋幹二(平成5年4月1日~平成6年3月31日)

荒木不二洋(平成5年4月1日~平成6年3月31日)

田中二郎(平成5年4月1日~平成6年3月31日)

鈴木茂嗣(平成6年4月1日~平成7年3月31日)

鬼頭 誠(平成6年4月1日~平成7年3月31日)

田中 寅夫(平成6年4月1日~平成7年3月31日)

坪内良博(平成6年4月1日~平成8年3月31日)

川那部浩哉(平成6年4月1日~平成7年3月31日)



工学部長

経済学部長

農学部長

化学研究所長

胸部疾患研究所長

経済研究所長

西川 鷺ー(平成6年5月1日~平成7年 3月31日)

菊池光造(平成7年4月1日一平成9年 3月31日)

丸山利輔(平成7年4月1日~平成8年3月31日)

宮本武明(平成7年 4月1日一平成8年3月31日)

人見滋樹(平成7年4月1日~平成8年3月31日)

佐和隆光(平成7年4月1日~平成8年3月31日)

附属図書館長合長尾 真(平成7年4月1日~平成9年3月31日)

理学部長 鎮西清高(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

人文科学研究所長 阪上 孝(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

原子エネルギー研 東 邦夫(平成8年4月1日~平成9年 3月31日)

究所長(平成8年5月
11日よりエネルギー理工
学研究所長)

木質科学研究所長 楽原正章(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

生体医療工学研究セ 谷 嘉明(平成8年4月1日~平成8年6月7日)

ンター長

生体医療工学研究セ 岡 正典(平成8年6月8日~平成9年3月31日)

ンター長

総合人間学部長 三好郁朗(平成9年4月1日~平成10年3月31日)

医学部長本庶佑(平成9年4月1日- ) 

基礎物理学研究所長

ウイルス研究所長

数理解析研究所長

超高層電波研究セン

ター長

益川敏英(平成9年4月1日~平成10年3月31日)

伊藤嘉明(平成9年4月1日一平成10年3月31日)

斎藤恭司(平成9年4月1日~平成10年3月31日)

松本 紘{平成9年4月1日~平成10年3月31日)

附属図書館長食万波通彦(平成9年4月1日一平成10年3月31日)

1341 



( 2号委員〕

総合人間学部(平成4年9月30日設置)

合愛宕 元(平成4年10月1日~

文学部

水垣 渉(平成2年11月1日~平成6年4月1日)

山口 知三(平成6年4月1日~平成8年2月16日)

池田秀三(平成8年2月16日~

教育学部

山崎高哉(平成2年11月1日~

法学部

龍田 節(平成2年11月1日一平成9年3月31日)

村松岐夫(平成9年4月1日- ) 

経済学部

瀬地山敏(平成2年11月1日~

理学部

川那部浩哉(平成2年11月1日~平成5年4月1日)

西村 進(平成5年4月1日~平成8年3月31日)

小菅暗二(平成8年4月1日- ) 

医学部

小川 和朗(平成2年11月1日~平成4年3月31日)

福井有公(平成4年4月1日- ) 

薬学部

中川 照異(平成2年11月1日~

工学部

会卯本重郎(平成2年11月1日~平成3年7月1日)

会西川 幸治(平成3年7月1日一平成5年4月1日)

合加藤邦男(平成5年4月1日一)
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農学部

荒木幹雄(平成2年11月1日~平成8年3月31日)

野田 公夫(平成8年4月1日一)

教養部(平成5年3月31日廃止)

女足利 健亮(平成2年11月1日一平成4年10月1日)

大学院人間・環境学研究科{平成3年4月12日設置)

西村三郎(平成3年5月10日一平成5年12月1日)

青木伸好(平成5年12月1日一平成6年9月22日)

江島義道(平成6年10月16日一

化学研究所

大野惇音(平成2年11月1日~

人文科学研究所

藤井譲治(平成2年11月1日一平成6年4月1日)

冨谷 至(平成6年 4月1日- ) 

胸部疾患研究所

久世文幸(平成2年11月1日一平成6年3月31日)

泉 孝英(平成6年 4月1日- ) 

原子エネルギー研究所(平成8年5月11日エネルギー理工学研究所に改組)

吉川 潔(平成2年11月1日- ) 

木材研究所(平成3年4月12日木質科学研究所に名称変更)

高橋 旨象(平成2年11月1日一)

食糧科学研究所

浅田浩二(平成2年11月1日~平成5年2月1日)

村田幸作(平成5年2月1日一)

防災研究所

今本博健(平成2年11月1日一

基礎物理学研究所

長岡 洋介(平成2年11月1日一平成9年3月31日)
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冨田 憲二(平成9年4月1日一)

ウイルス研究所

合畑中 正一(平成2年11月1日~平成7年3月31日)

難波雄二郎(平成7年4月1日- ) 

経済研究所

杉本昭七(平成2年11月1日~平成8年3月31日)

岡田 章(平成8年4月1日- ) 

数理解析研究所

荒木不二洋(平成2年11月1日~平成8年3月31日)

山崎泰郎(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

竹井義次(平成9年 4月1日- ) 

原子炉実験所

宇津呂雄彦(平成2年11月1日一平成3年4月1日)

吉田不空雄(平成3年4月1日~平成3年7月1日)

西牧研世(平成3年7月1日一)

霊長類研究所

野上裕生(平成2年11月1日~平成5年3月31日)

岩本 光雄(平成5年11月1日一平成6年3月31日)

杉山幸丸(平成6年 4月1日- ) 

東南アジア研究センター

会土屋 健治(平成2年11月1日一平成7年2月27日)

山田 勇(平成7年4月1日- ) 

大型計算機センター

星野 聴(平成2年11月1日一平成7年3月31日)

阿部寿男(平成7年 4月1日- ) 

放射線生物研究センター
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杉江勝治(平成2年11月1日~平成5年3月31日)

江島洋介(平成5年11月1日一)



超高層電波研究センター

深尾昌一郎(平成2年11月1日~

生態学研究センター(平成3年4月12日設置)

川那部浩哉(平成3年5月10日~平成8年3月31日)

和田英太郎(平成8年4月1日一 ) 

へリオトロン核融合研究センター(平成8年5月11日廃止)

近藤克己(平成2年11月1日~平成8年5月11日)

放射性同位元素総合センター

倉橋和義(平成2年11月1日~

環境保全センター

高月 紘(平成2年11月 1日~

情報処理教育センター(平成9年 3月31日総合情報メディアセンターに改組)

藤井康雄(平成 2年11月1日一)

アフリカ地域研究センター(平成8年4月1日廃止)

太田 至(平成2年11月1日一平成8年4月1日)

遺伝子実験施設

本庶 佑(平成2年11月1日~平成9年 3月31日)

清水 章(平成9年4月1日一)

生体医療工学研究センター

升田利史郎(平成2年11月1日一平成6年8月1日)

谷 嘉明(平成6年8月1日~平成10年3月31日)

留学生センター

大東祥孝(平成2年11月1日一平成6年3月1日)

家本太郎(平成6年3月1日- ) 

保健管理センター

小川隆三(平成2年11月1日~平成4年 3月31日)

森下玲児(平成4年4月 1日一)
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体育指導センタ一

井街 悠(平成2年11月1日一

医学部附属病院

今村貞夫(平成2年11月1日~平成9年 7月31日)

三好功峰(平成9年8月1日- ) 

農学部附属農場

古川良茂(平成2年11月1日~

農学部附属演習林

川那辺三郎(平成2年11月1日~平成8年5月11日)

竹内典之(平成8年5月11日一)

医療技術短期大学部

高橋清之(平成2年11月1日一平成6年11月1日)

松本雅彦(平成6年11月 1日- ) 

(3号委員) (所属は平成10年3月31日現在、または退任時)

古宮本盛太郎(平成2年11月1日- )総合人間学部

会服部 春彦(平成2年11月1日一平成10年3月31日)大学院文学研究科

会嘱波 護(平成2年11月1日- )大学院文学研究科

*筒井 清忠(平成2年11月1日一 )大学院文学研究科

女村松 岐夫(平成2年11月1日~平成4年12月21日)大学院法学研究科

台高橋 康夫(平成2年11月1日一 )大学院工学研究科

会海原 徹(平成2年11月1日- )大学院人間・環境学研究科

女日高 敏隆(平成3年4月1日一平成5年3月31日)理学部

食伊藤 孝夫(平成5年 1月8日一 )大学院法学研究科

安西山 伸(平成5年7月1日- )大学院文学研究科

会佐々木丞平(平成5年11月16日- )大学院文学研究科

合伊藤 之雄(平成6年6月1日- )大学院法学研究科

安永井 和(平成7年9月1日- )大学院文学研究科
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i:r高橋秀直(平成7年9月1日一 )大学院文学研究科

合藤井 譲治(平成10年 2月1日- )大学院文学研究科

合辻本雅史(平成10年2月1日- )教育学部

(i:rは実行委員会委員を示す)
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事務局・学生部・附属図書館編集委員会

委員氏名一覧
((Q)は委員長または責任者)

事務局

[庶務部・経理部・施設部]

山田 均 舟山逸子 員塚唯生 大内 '申b、

山本幸三 倉本信義

[保健診療所]

青野 充

学生部

岨中 達 宮崎 昭@ 竹内克己

附属図書館

長尾 真。(平成7年4月~平成9年3月)

万波 通彦@(平成9年4月一平成10年 3月)

高橋 柏 石井保康 吉田哲庚 安永 勉

奥 典子 片山 淳 小山隆義 辻 裕史
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第1編「総説」執筆者一覧

第 l章

第2章

第3章

第4章第 1-4節

第5節

第5章第 1-3節

第4-6節

(平成10年3月31日現在)

海原 徹(京都大学大学院人間一環境学研究科教授)

宮本盛太郎(京都大学総合人間学部教授)

伊藤 孝夫(京都大学大学院法学研究科助教授)

伊藤孝夫

筒井 清忠(京都大学大学院文学研究科教授)

宮本盛太郎

筒井清忠

(共同執筆者:田中紀行〈奈良女子大学文学部助教

授>) 

第6章第 1-3節海原徹

第7章

第8章

第4節 嘱波 護(京都大学大学院文学研究科教授)

服部 春彦(京都大学大学院文学研究科教授)

高橋 康夫(京都大学大学院工学研究科教授)

(共同執筆者:音田博宣〈京都大学大学院農学研究科

教授>)
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